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人文論究執筆規定
1．執筆資格
  人文学会規約第二条に該当する会員。
 次の場合は，編集委員会の議を経て執筆を認める。
イ．文学部の名誉教授並びに客員教授。
ロ．文学研究科の大学院生並びに研究員（但し 項の会員の推薦あるもの）。
ハ．編集委員会が上記イ・ロと同等と認めたもの。
2．執筆内容
  種類は，論文・研究ノート等。
 枚数は原則として５０枚（４００字詰原稿用紙換算，図表・註を含む）以内とする。
図表・註は刷り上り時の大きさを勘案して字数に換算する。
外国語で書かれた論文の場合は A４判用紙（６２字×２７行）で原則として２５枚
以内とする。
 原稿は縦書き，横書きのいずれでも可とする。
 タイトルは和文・欧文の両方をつける。
 和文の論文には外国語のレジュメ（欧文１５０から２００語相当），外国語の論文
には和文のレジュメ（６００から８００字程度）をつけることができる。
なお，レジュメは，各論文の最後の部分につけるものとする。
 執筆者名の欧文表記は次の例に従う（例：Akira OGAWAまたは OGAWA
Akira）。
3．採 否
原稿の採否は，編集委員会が決定する。
4．著作権・公開の確認
本誌に掲載された論文・研究ノート等の著作権は著者に帰属するものとする。
ただし，人文学会は，本誌に掲載された論文・研究ノート等を電子化または複
製の形態などで公開する権利を有するものとする。執筆者はこれに同意して，
投稿することとする。もし，やむなき事情により，電子化または複製による公
開について，許諾できない場合は，採用が決定した段階で人文学会に申し出る
こととする。その場合は，申し出のあった該当箇所のみを削除し，公開するも
のとする。
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